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学校教育における武道場の研究	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Martial art places was regarded as a sacred building. But, Sacred of the martial art place is lost now. So I 
clarify the history of the martial arts ground in the school education. I propose that the design guide of the 
martial arts place.  











































	 明治 5 年に「学制」が発布され、学校教育が始動した
以降、正課教材編入のための請願運動が盛んに行われて
いた。その中、運動の中心人物の一人であった武道家が、








	 武徳会は、演武場である武徳殿を、明治	 32	 年に大極
殿を模して京都本部武徳殿を建設し、昭和	 20	 年まで全






























図 2	 京都本部武徳殿平面図	 
（２）終戦前の武道教育と武道場 
a）終戦前の武道教育の歴史 



























	 	 	 




	 昭和	 20	 年に	 GHQ	 により武道が全面禁止され、大日本







































































図 5	 怪我の件数	 武道場と体育館の比較	 	 
	 
（２）中学校における武道場設計指針の提案 
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3.十分な広さをとる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 衝突による事故がないよう、十分な広さをとること。	 
A=KS	 
	 A=道場床面積（㎡	 or	 畳）	 
	 K=組数（クラスの人数÷2）	 
	 S=1 組当り所用床面（㎡	 or	 畳）	 
	 	 剣道：S=	 8~11（㎡）	 	 
	 	 柔道：S=	 6~8（畳）	 	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 
図 7	 剣道所用空間寸法（3-①）	 
	 
4.直射日光を避ける	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 直射日光は稽古の妨げになることから、高窓（1800 ㎜
以上）をとるなど、直射日光が目に入らない対策をとる。	 







6.床材には武道場に適したものを	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
①床材には、節が少ない赤みがちの杉材を使用する	 
②弾力性・滑らかさ・温かさのために、無塗装にする	 
















	 平成 24 年度より武道が必修化されたが、武道の整備率
は今だ 50％代で整備環境は整っておらず、武道場の整備
は急務であるといえる。しかし、ただ名ばかりが武道場
であるような道場を建設するのでは、武道場を整備した
とはいえない。そこで、戦後希薄になってしまった武道
場の神聖さを取り戻し、本来武道の伝統である道場作法
の指導を妨げなく出来るつくりを提案する。	 
	 そこで、武道場がもっていた神聖さを、武徳殿や終戦
前の学校武道場、明治から昭和初期にかけての武道家の
考えから、「正面性がある」「上座・下座が明確である」
ととらえる。神聖さと、安全面を併せ持った武道場であ
ることに重点をおき、中学校の武道場は整備すべきであ
るのだ。	 
	 武道の伝統的な思想、作法を指導する上で、本研究が
建築的目線で役立つことを願い、本論文を結ぶこととす
る。	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